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クロツラヘラサギ夏羽の飛来と繁殖行動

大門久之

〒926石川県七尾市湊町１丁目６３－５（日本野鳥の会石川支部）

クロツラヘラサギ〃α”ﾉeα”"0γは朝鮮半島北西部の島で繁殖し，冬期は台湾，香港，ベ

トナムなどで越冬する（鄭ほか1996)．日本では博多港など九州，沖縄で少数が越冬するが，

その他の地域では希に飛来するのみである（鄭ほか1996)．今回1996年５月８日から1996年

７月２５日までの繁殖期において，石川県で本種が３羽確認され，成鳥２羽がサギのコロニー

のなかへ入ったのを観察することができたので報告する．観察地は，石川県鹿島郡田鶴浜町

川尻川河口及び，田鶴浜町白浜のサギのコロニーである（図1)．川尻川河口両岸はアシなど

におおわれ，干潮時には砂州・干潟ができる．サギのコロニーは河口から直線にして，1.2kｍ

離れたところにある．コロニーはおもに針葉樹で構成され，優占種の樹高は15～20ｍであ

り，ゴイサギＭﾉc雄Ｏｍｊｒ"yc"cOmx，アマサギＢ"6"ﾉc"si肱，ダイサギＥｇ７１ｅ”αﾉ6α，チュウサ

ギ且”g”e"α，コサギEgIz泡２吋α，アオサギノＷｅａｃｊ"e"αの６種が繁殖している．

1996年５月８日にクロツラヘラサギ夏羽成鳥１羽を確認した．この個体の特徴は，ヘラサ

ギＲｊｅ"CO”伽αのようにくちばしの先端が
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図1.川尻川河口および河北潟の概略図

Fig.１．LocationofmouthoftheKawashiriRiver

andKahoku琶atamarsh．

黄色くなっていることである．５月８日から

５月１４日まで７回観察を行ない，７回干潟で

観察された．朝夕は干潟で採食をして，日

中はほとんどカキ棚の上で寝ていることが

多かった．

５月１５日から５月１９日まで５回干潟で観

察を行なったが，５月１９日の夕方にカキ棚

の上で寝ているのが観察されたのみだった．

５月２０日にはじめて，田鶴浜町白浜のサギ

のコロニーで観察され，それ以後も６月２４

日まで14回サギのコロニーで，１２回干潟で

観察を行なったが，６回コロニーで観察され

たのみだった．はじめのうちは，コロニー

の前の方にいて観察できたのだが，段々と

奥の方へいくようになり，一日中観察して

1996年１２月２４日受理

キーワード：石ｿ"県，クロツラヘラサギ，繁殖行動



ぞぢ．、

いても姿が確認できないこともあった．コロニーのI|'では，サギの占巣の上で竹を上ドに動

かしたりしていた.

６jl24II川Iﾉﾑ川ｉＩ１Ｉ１にて．冠羽がけばだっていて茂色く，くちばし全休が!､1,(く，胸の黄色

が少ない成鳥と，くちばしの先が黒くなく翼の先が1.1.(い若鳥を確認した．６１１２５１１より，以

前から観察されていた１羽を含んだ３羽で採食するところが確認されるようになり，体の大

きさが．くちばしの黄色い個体がひとまわり人きかつたことより．くちばしの黄色い個体が

雄で．黒いIIIiI体が雌と思われた（Ｍ２)．６ｊｌ２６Ｉｌには雄雌で巣材わたしが行なわれ，２羽で

サギのコロニーに行くことが確認された（|､Xl3)．６)･１２７日から成鳥２羽は''''１は||冒潟に出て

こなくなり，コロニーに滞在していて，夕方から‐'二潟に出てくるようになった．コロニーで

は231111観察を行ない，成鳥２羽が観察されたのは12111|であった．｜:渦では，６Ｉｌ２７ＩＩから

７月ｌ５Ｈまでに''''1に16回観察を行ない，肌の強いI|に３Ｍ観察された夕方には15111|観

察を行ない，141''１観察された．そのうち111ｌｌｌでは，雄がくちばしで雌の順，蚊，首の順で

羽毛をなでるような求愛行動が観察された．それ以外の時は．雄雌はくちばしを左右に振り

ながら水深の浅い場所で前進しながら．小魚などを州食していた．

７月１５１]から，日中にも雄雌が-'二潟で観察されるようになった．この間，剛;は'''''二'二潟

で採食し，枝をくわえて運んだりするのも観察された．７月１５Ⅱ以降，７１１２５１１までのあい

だ，１倉潟やカキ棚で'|ﾘl夕そして日『|'も３羽がlIi川に観察され，ときおり雄雌の求愛行動が観

察されたが，サギのコロニーヘ行くことはなかった．そして７)１２６１１から８１１１０１１まで，１２

回の観察を行なったが，雌と若鳥はみられなくなった．その後８１１１０１１から雌と&鳩が河北

潟（Ｍ１）で観察されるようになった．おそらく時期的に近いということ，そして成鳥と苫

鳥という榊成から，７月２６日以降川尻川河I~1からみられなくなったＩＩｉｌ－ｌＩﾉi1体と思われた．９

月８日現伍．雌と('１:鳥は河北潟にて観察され．９

月１０１１現ｲE，雄は川尻川河、にて観察されてい

る．
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図３．サギのコロニーヒのクロツラヘラサ

ギの雄と雌

Ｆｉｇ．３．MaleandfemaleBlack-faced

SpoonbillsatthecoloI1yo[ｈｅ１．０，s．
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図2．クロツラヘラサギの雄（右）と雌（''１）とハ:鳥
（左）

Fig.２.Ｍａｌｅ(righl),iemale(centeI)andjuvenile(left）
BIack-flcedSpoonbills．
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クロツラヘラサギは，アオサギなどのほかの鳥の巣を使って営巣すること（Chongetaﾉ．

1996)，巣材をくわえてサギのコロニーに入ったこと，雄雌の求愛行動がみられたことから，

実際の造巣，交尾，産卵などは確認できなかったが，繁殖を行なおうとしたものと思われる．

その後１か月もたたないうちに，繁殖活動がみられなくなったので，繁殖には失敗したもの

と思われる．前年にも，同一個体と思われる雄が観察されており，今後，当地で繁殖が行な

われる可能性がある．
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ArecordofBlackFfacedSpoonbilldisplaybehaviorinlshikawaPrefecture

HisayukiDaimon

l-63-5MinatoTown・NanaoCity,IshikawaPrefecture,９２６

1．InthemouthoftheKawashiriRiverinTaturuhamaTown，KashimaDistrict，Ishikawa

Prefecture,ｏｎeadultBlackPfacedSpoonbillFWα”ﾉeα””γinbreedingplumagewasobserved

onＭａｙ81996.

2.OneadultBlack-iacedSpoonbillinbreedingplumage,andonejuvenileBlackPfacedSpoonbill

wereobservedinthemouthoftheKawashiriRivero､June24.

3.ThreeBlackPfacedSpoonbillswereobservedinthemouthoftheKawashiriRiveronJune25・

JudginghFomtheirbodysizes,theadultBlackPfacedSpoonbillsobservedonMay8andJune24

weremaleandfemalerespectively、

4.MaleandfemaleBlaCkねcedSpoonbiuswerenotobservedexceptintheeveninghPomJune27

on,becausetheywentintoaheronryduringtheday．Ｄisplaybehaviourwasalsoobserved、

5.ＯｎＪｕｌｙｌ５,threeBlackFfacedSpoonbillswereobservedatthesametime．’Ihemaleand

femaleBlack-facedSpoonbillsdidnotgointotheheronry、ＯｎＪｕｌｙ２６,thefemaleandthe

juvenileBlackfacedSpoonbiⅡwerenotobserved．
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